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論文の内容の要旨 

 

須藤章氏の博士学位論文は、大企業における役職定年者の組織内再適応について詳細に検討したもの

である。その要旨は以下のとおりである。 

（目的） 

本研究では、役職定年者のキャリアに関する思考と感情に焦点をあて、役職定年時から 60 歳定年前ま

での変化のプロセスと影響関係を明らかにすることを目的として検討を行ったものである。 

（対象と方法、および結果） 

第Ⅰ部（第１～３章）の理論的検討において、著者は役職定年、定年退職、中年期のキャリア選択、中

年期の加齢による変化と適応、中年期の転機と適応に関する研究を概観し、本論文における理論的枠組み

の検討を行っている。 

第Ⅱ部の実証的検討（質的研究）において、研究１（第４章）では、大手製造業５社に所属する役職定

年者 16 名を対象に半構造化面接を行い、役職定年者の会社に留まるキャリア選択と組織内再適応プロセ

スについて探索的検討を行っている。修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以下、M-GTA）に

よる分析の結果、役職定年者の会社に留まるキャリア選択プロセスは、転職や異動の探索活動の結果、客

観的な判断材料を獲得し、留まる意思決定をする場合と、探索活動を行わず留まる意思決定をする場合が

あることを明らかにしている。さらに、留まるキャリア選択後には、新たな役割への再適応プロセスが生

成され、同僚や現場からの刺激を受け、新たな役割を学び実行し、周囲からの承認や役割貢献を認知する

ことで役割に再適応することを明らかにしている。 

研究２（第５章）では、研究１の研究協力者の内、役職定年を機に役割に変化があった 12 名を対象に

半構造化面接を行い、役職定年者の組織内再適応によるキャリア形成態度の変容について探索的検討を

行っている。M-GTA による分析の結果、研究１より、役職定年時には消極的、消去法的に会社に留まるキ

ャリア選択の意思決定をしたが、役職定年後に自分を見つめ直すことと、役職定年後の新たな役割に再適

応することで、今後のキャリア形成に自分らしさを追求する態度が醸成されることを明らかにしている。 

研究３（第６章）では、大手製造業３社に所属する、役職定年になったばかりの役職定年者 17 名を対

象に半構造化面接を行い、役職定年後の役職定年者の行動や会社や組織、仕事に対する思考や感情の変化

をリアルタイムに捉え、役職定年者の新たな役割への再適応プロセスと次のキャリアへの模索プロセス

を探索的に検討している。M-GTA による分析の結果、研究１の知見に加えて、役職定年を機に会社や組織



への想いが否定的に変化する場合と肯定的なままである場合があることを明らかにしている。また、役職

定年によるキャリアの喪失や不安などの途絶感から現在を暫定のキャリアと考え、今後のキャリアを探

索し、感情が揺れ動くプロセスが抽出され、新たな役割を学び、さらに行動が促進されることを明らかに

している。 

第Ⅲ部の実証的検討（量的研究）において、研究４（第７章）では、研究１、３により生成された結果

図をもとに、役職定年後の心理的再適応プロセスの中核にある仕事と組織へのかかわり態度に対して、組

織への愛着、職務特性、役職喪失の心理的反応、時間展望が与える影響と、仕事と組織へのかかわり態度

が心理的再適応の結果である自己価値の再認識に与える影響について、60 歳未満の役職定年者 129 名を

対象に質問紙調査により量的に検討している。因子分析の結果、役職喪失による心理的反応として６因子

構造、自己価値の再認識として２因子構造を確認している。共分散構造分析によるパス解析の結果、仕事

へのかかわり態度には組織への愛着と職務特性が影響を与え、組織へのかかわり態度には職務特性と役

職喪失による心理的反応が影響を与えること、また、仕事へのかかわり態度と組織へのかかわり態度は自

己価値の再認識を促進することを明らかにしている。 

 研究５（第８章）では、研究１、２により生成された結果図をもとに、役職定年という転機を組織内再

適応という形で乗り越えることが、キャリア形成態度に与える影響について、58～59 歳の正社員である

役職定年者 151 名を対象に質問紙調査により量的に検討している。また、同じ年齢の現役役職者にも調

査を行い、役職定年者との比較検討をしている。因子分析の結果、キャリア形成への再燃として２因子構

造を確認し、また、自分らしく歩むキャリア形成態度として新しく「キャリア純化」を確認している。共

分散構造分析によるパス解析の結果、自己価値の再認識から自分らしく歩むキャリア形成態度への直接

的な影響と、次のキャリア形成への再燃を介しての間接的な影響をおよぼしていることを役職定年者、現

役役職者ともに明らかにしている。また、役職定年者と現役役職者との結果の相違は、現役役職者におい

ては役割貢献感から自分らしく歩むキャリア形成態度に多くの有意なパスを確認しており、現役役職者

のキャリア形成態度には現在の役職者としての役割や地位が大きく関係することを明らかにしている。 

 第Ⅳ部（第９章）の総括では、研究１～５を総括し、会社に留まる意思決定プロセス、組織内最適応プ

ロセスと影響を与える要因、キャリア形成態度の変容に関する統合モデルを提示している。 

（考察） 

以上の理論的検討、実証的検討の結果から、著者は本研究の目的である、役職定年者のキャリアに関す

る思考と感情に焦点をあて、役職定年時から 60 歳定年前までの変化のプロセスと影響関係について詳細

に明らかにしている。 

 

審査の結果の要旨 
（批評） 

大企業における役職定年者に関して、会社に留まるキャリア選択と組織内再適応プロセス、役職定年後

の心理的再適応プロセス、および影響を与える要因に関する統合モデルを提示することにより、働く中高

年者の心理を理解する新たな展開に貢献した本論文は、社会人大学院での学位論文として非常に意義が

ある。面接による質的研究および調査研究を積み上げ、モデルを生成・検証するという研究手法を駆使し

た本研究は、企業で働く人の職業生活における心理的支援に具体的に貢献する実践的研究といえる。社

会・経済的環境の変化によって役職定年を取り巻く環境も変化するため、さらなる研究の積み重ねを要す

る部分もあるが、役職定年の様相と働く中高年者の心理を明らかにした画期的で独創性の高い社会的に

意義のある研究として高く評価できる。 
 

2022 年１月 25 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、

関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 

よって、著者は博士（カウンセリング科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 


